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愛媛県大洲警察署協議会会議録 

 

（平成29年度第１回） 

日
時 

平成29年５月24日（水曜日）午後１時30分～午後３時20分 

出
席
者 

１ 警察署協議会側 

会長以下７人 

２ 警察署側 

署長以下11人 

議
事
概
要 

１ 会長挨拶 

   皆様には、大変お忙しい中、警察署協議会にご出席いただきまして、誠

にありがとうございます。 

   平成29年度第１回目の協議会開催にあたり、一言ごあいさつを申し上げ

ます。 

本年も、幸いなことに大洲署管内では、特別大きな事件・事故、災害等

もなく、比較的平穏に推移しており、大洲署の方々には住民を代表して感

謝申し上げます。 

なお、本年は第72回国民体育大会「愛顔つなぐえひめ国体」が、９月30

日から10月10日までの11日間開催されることとなっており、大洲市内でカ

ヌーなど正式競技３会場、内子町内でライフル射撃など正式競技３会場が

使用されます。 

また、第17回全国障害者スポーツ大会「愛顔つなぐえひめ大会」も、10

月28日から10月30日までの３日間開催され、大洲市内でバスケットボール

競技が実施される予定となっています。 

   国体警備につきましては、県警の最重要課題と思われますが、国体期間

中を含め、大洲署管内の治安維持につきましても、大変な気苦労があろう

かと推察いたします。署長をはじめ、署員皆様の今後の後方治安対策に期

待するものであります。 

   本日は、諮問事項も予定されているようでありますが、委員からの積極

的な意見・提言をいただき、警察署の運営に反映されることを期待してい

ます。 

   今後も、地域住民の安全・安心のため、関係機関と連携・連絡を密にし

ながら各種施策に取り組んでいただきますよう、お願い申し上げまして、

私の挨拶とさせていただきます。本日も、よろしくお願い致します。 

２ 署長挨拶 

   本年３月23日付で大洲署長に着任しました三井と申します。本日はご多

用中のところ、本協議会にご出席いただき誠にありがとうございます。ま

た、委員の皆様におかれましては、平素から警察活動に多大なるご支援と

ご理解をいただき、重ねてお礼申し上げます。 

本県の治安情勢をみますと、刑法犯認知件数は13年連続で減少しており、 
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交通事故の発生、負傷者数も12年連続で減少しております。当署管内にお

きましてもこれらは同様に減少傾向にあり、地域の皆様のご協力を頂きな

がら取り組んできたこれまでの各種活動が、一定の成果をあげているもの

とは思いますが、一方で、ＤＶや年少者に対する不審な声掛けなどの「人

身安全関連事案」、高齢者や女性に被害の多い振り込め詐欺やオレオレ詐欺

をはじめとする「特殊詐欺」、また、特に当署での大きな懸案事項の一つで

あります「高齢者が当事者となる交通事故」があとを絶たない状況にあり

ます。 

先程の会長のご挨拶にありましたように、本年秋には本県で国体の開催

が控えております。当署管内でも、ご案内のとおり６つの会場で各種競技

が計画されており、これらの警備に向けた治安上の問題など、各種課題が

山積しております。 

こうした治安情勢をふまえ、当署では署員一丸となり各種犯罪や交通事

故の抑止と検挙を引き続き強力に推進してまいりたいと考えております。 

このあと、各課長から各担当業務の推進状況や今後の計画等について説

明させますが、警察業務は複雑多岐にわたっており、聞きなれない表現や

分かりにくい特殊な内容があるかと思います。その場合は、遠慮なく申し

出ていただき、我々の取組みについてご理解をいただいたうえで、忌憚の

ないご意見をお聞かせ願いたいと思います。 

当署では、委員の皆様の意見を反映した警察活動により、地域住民が安

心して暮らすことのできる「犯罪の起きにくい社会づくり」を目指してま

いりたいと考えております。本日はどうぞよろしくお願い致します。 

最後に、皆様のご健勝、ご多幸を祈念し私の挨拶とさせていただきます。 

 

３ 署員（着任者）あいさつ 

 

４ 業務結果報告（平成29年１月～４月） 

 

５ 業務推進計画（平成29年１月～４月） 

 

６ 業務報告に対する意見 

意見 解答 

〇 高齢者に対する免許の自主返納

への働きかけを行っているようで

すが、大洲署管内は山間部も多く、

車が無くては生活が困難な方も多

いと思います。管内居住の高齢者の

免許保有状況や返納状況はどのよ

うになっているのですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 免許の保有状況について、正確な 
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○ リクルーター任命式を警察学校

で執り行ったようですが、大洲署

にもリクルーターはいるのです

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 昨年もイノシシが頻繁に目撃さ

れ、市役所や警察に対応してもら

いましたが、銃砲の所持者は減少

傾向にあるのですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ５月16日に大洲北インターチェ 

数をすぐにお答えすることが出来

ませんが、自主返納件数については

平成28年には207件、平成29年５月

23日現在で133件となっています。 

 車が必要と感じている高齢ドラ

イバーが多数いらっしゃることは

承知していますが、一度事故を起こ

せば自分だけでなく多くの人を巻

き込むことになります。自主返納さ

れた方の生活の負担を軽減できる

よう、協力企業・団体の掘り起しを

すすめていきます。 

 

 

 

 

○ 若手警察官を中心に、毎年リクル

ーターを指名しています。出身校や

所属していたサークルなどを中心

にリクルート活動を行うとともに、

警察官採用試験の試験制度変更に

ついても広報しています。 

  また、管内の高校で、採用制度に

ついての説明を行ったり、職場実習

生を積極的に受け入れ、将来の県警

を担う人材の確保に努めています。 

 

 

 

 

○ 県内で届出のある銃砲の約17％

が大洲署管内のものであり、県下で

最も登録数は多いものの、高齢化に

伴い銃砲の数は減少しています。銃

砲は害獣駆除のための道具ではあ

るものの、警察では「銃は危険であ

る」という認識で、使用しなくなっ

た銃砲の自主返納を呼びかけてい

ます。 
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ンジ付近で発生した交通事故につ

いて教えてください。 

 

 

 

 

 

○ 国道56号線などの主要道路をパ

トカーがレッド走行しているのを

よく見かけます。頼もしく思うと

同時に、ドライバーとして気が引

き締まります。 

  交通量の少ない道路で、一時不

停止などの違反をする車両がお

り、住宅地でもレッド走行をして

ほしいと思います。 

 

 

 

○ 先日、89歳の方が運転する車に

同乗しましたが、ヒヤリとする場

面がいくつかありました。やはり

加齢とともに運転能力は衰えてく

ると感じました。警察には、高齢

者に対して、事故をおこせば他人

に危害を加えることになるという

意識を持たせる指導をお願いしま

す。 

 

 

 

 

○ 交通安全教室について、今年は

高校での交通安全教室がまだ行わ

れていないようですが、ヘルメッ

トの適正な着用方法などの指導の

ために、高校生を対象とした安全

教室を実施してほしいです。 

  ヘルメットをかぶっていても、

あご紐が緩んでいる学生も見受け 

 

  

○ 大洲北インターチェンジ付近で

の正面衝突事故で、当署は初動対応

はいたしましたが、高速道路は高速

隊の管轄となりますので、詳細は高

速隊が捜査しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 承知しました。田口、若宮地区の

レッド走行を早急に指示し、違反に

ついては厳しく取り締まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 承知しました。高齢者サロンや講

習の場において、高齢者による交通

事故の現状について説明し、自主返

納を呼びかけていきます。 
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７ 諮問及び答申 

 

８ 質疑応答 

 

９ その他 

（1） 次回協議会日程調整 

平成29年度第２回大洲警察署協議会は平成29年９月27日（水）に決定。 

(2)  新役員の指名 

   委員の任期満了に伴い、会長、副会長を新たに指名し承諾を得た。 

 

られます。  

○ 承知しました。ヘルメット着用の

みならず、自転車のマナー等につい

ても指導を実施します。 

諮問 答申 

「防犯カメラ設置活動の活性化」につ

いて 

 防犯カメラを犯罪抑止や犯罪捜

査、行方不明者の足取り確認などに

有効に活用し、地域の安全安心に役

立てて欲しいと思います。 

 また、警察だけでなく、関係団体 

や民間企業が一体となり防犯カメラ 

の設置を推進していくことを期待し 

ます。 

質疑 回答 

高齢者サロンなどで、大洲署員によ

る防犯寸劇を依頼する場合、いつごろ

までに連絡すればいいですか。 

大洲署防犯寸劇グループ「ＯＫＢ」

は、現在３班編成で対応しています。

依頼が多い時期もあるため、できる

だけ早めに声を掛けて頂くようお願

いします。 

なお、今後は住民参加型の寸劇を

取り入れ、より一層記憶に残る内容

になるよう工夫しつつ、練度も高め

ていきます。 

高齢者による事故が、早急の課題で

あるということは良く分かりました。

若年層の事故状況に特徴はあります

か。免許取得後、一定期間ほとんど運

転することなく、社会人となって数年

ぶりに運転をする者もおり心配です。 

当署管内では、発生件数や事故内

容等からみて、若年層に限った特異

な状況はありません。 

新社会人等、運転に不慣れなドラ

イバーは、むしろ気を使って運転を

することができているのではないか

と思料されます。 
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